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だより 
Leave no one behind. We are always with you, and we always will. 

 

昨年度末の３月１６日（木）に本校では「探究の日」が開催されました。１年生と２年生が学年、クラス、

文理の別を超えて混成グループを形成し、昨年度１年間のそれぞれの探究活動で学んだことを共有しまし

た。以下は４つのプログラムの模様となります。 

１・２年 

＜プログラム＞ 

Ａ：代表チームのモデルプレゼン：２年普通コース、ＳＧコース、理数科の代表が発表 

Ｂ：探究ワークショップ：混成グループでアイスブレーク（自己紹介、グループの団結力を高める） 

Ｃ：１・２年全員発表：混成グループ内で自分の班のプレゼンを発表＆質疑応答 

Ｄ：学びのダイアログ：１年間のふりかえり＆この日１日のふりかえり 

Ａ 

代表発表の講評者として参加してくれた３年生（卒業生）

の３０Ｈ高田君、北野君、３４Ｈ田川さん、澤村さん 

Ａ 

Ｂ Ｃ Ｄ 

＜探究の日を終えて＞ 

・普段は部活ぐらいしか他学年と交流する機会がないため、文理も学年もちがう人たちでプレゼン

や意見交換ができてとてもよいイベントでした。（１年） 

・学年をこえた交流は先輩が仕切ってくれたのでスムーズに話し合いが進んだし楽しかった。１年

後あんな姿になりたいと思った。（１年） 

・科学的なトピックだけでなく、文系の生徒による社会的なトピックの探究内容も知ることができ

面白かった。自分のクラスの人達の発表も、改めて講堂で見ることで、実験の工夫点や改善点に気

づくことができた。（２年） 

・１年生が、私達と同等やそれ以上に素晴らしい発表をしていて、１年生から学ぶこともたくさんあ

った。自分の身近にある課題が、実は社会や世界に深く繋がっていることも実感した。（２年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る３月１８日（土）に金沢大学角間キャンパスにて「ミライシコウ金沢」が開催されました。これは金

沢大学附属高校が県内外の１７の高校（金沢泉丘、金沢二水、金沢西、金沢錦丘、七尾、小松、大聖寺、高

岡、藤島、仙台二華など）に呼びかけて行われた発表会です。課題ごとに１０の分科会に分かれており、本

校からは２年ＳＧコースの生徒たちが参加しました。自分たちの発表だけでなく、他校の発表を聞く貴重な

機会をいただきました。また、附属高校の生徒さんたちのファシリテーション（司会）が見事で、本校生徒

たちも見習うべき部分が多くあり、有意義な１日となりました。 

１年希望者 
２年ＳＧコース 

活動
紹介 

途上国支援活動の１つに CUP FOR TWO（CFT）という取り組みがあります。これは自販機で販売される

健康飲料の売上金の一部を寄付金として途上国の学校給食に充てるというものです。昨年度卒業のＳＧコ

ース６期生Ｅ班のメンバーがこの活動に着目し、サントリーさん、コーシンさん、べネフレックスさんの３

社にご協力いただき、本校内に設置されている自販機にも昨年７月からこのシステムを一部導入しました。

半年ごとに集計されますが、１回目の集計総額（昨年７月から１２月まで）が「２０，２１２円」となり、

予想を大きく上回る結果となりました。１本につき１０円なので、およそ２００本を購入していただいた

ことになります。本校生徒と職員のみなさまに感謝申し上げます。この活動は今後も継続されます。 

このマークが付いている「麦茶系飲料」から１本につき１０円が寄付金に充てられます。この自販機は

食堂だけでなく、体育館や生徒玄関にも設置されていますので、余裕がありましたらご利用ください。 

 

 

 


